
　
西
根
病
院
は
、２
月
１
日
か
ら
一
般
病
棟

60
床
の
一
部
を
転
換
し
、地
域
包
括
ケ
ア
病

床（
16
床
）と
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
は
?

　
急
性
期
治
療
を
終
了
し
、症
状
が
改
善
し

た
患
者
は
退
院
と
な
り
ま
す
が
、す
ぐ
に
在

宅
や
施
設
へ
移
行
す
る
に
は
不
安
の
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
治
医
の
判
断
で
医

療
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、安
心
し
て
復
帰
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

と
こ
ろ
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
す
。

　
主
治
医
を
は
じ
め
、看
護
師
や
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
退
院
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
人
が
対
象
に
?

▼
入
院
治
療
に
よ
り
症
状
が
改
善
し
た
が
、

経
過
観
察
や
在
宅
復
帰
へ
の
療
養
準
備
が

必
要
な
人

▼
手
術
な
ど
の
治
療
が
終
了
し
、症
状
が
安

定
し
た
後
も
、在
宅
復
帰
に
向
け
て
治
療
が

必
要
な
人

▼
生
活
習
慣
病
な
ど
の
疾
患
の
治
療
、病
状

を
理
解
し
準
備
す
る
た
め
の
教
育
入
院
を

目
的
と
す
る
人

▼
そ
の
他
、主
治
医
が
必
要
と
判
断
す
る
人

※
入
院
期
間
は
60
日
以
内
が
原
則
と
な
り

ま
す
。
症
状
の
変
化
に
よ
り
、地
域
包
括
ケ

ア
病
床
か
ら
一
般
病
床
へ
移
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
入
院
費
用
の
計
算
方
法
は
?

▼
入
院
費
用
は
一
般
病
床
と
異
な
り
、１
日

当
た
り
の
定
額
制
と
な
り
ま
す
。
検
査
・
投

薬
・
注
射
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
の
費
用
が
含
ま
れ
ま
す
が
、食
事

や
オ
ム
ツ
代
な
ど
、一
部
除
外
と
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

▼
高
額
療
養
費
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
西
根
病
院
地
域
医
療

連
携
室（
☎
７
６
・
３
１
１
１
）

入院

【入院から退院の流れ】

病状安定

退院

地域包括ケア病床
（在宅復帰支援）

退院

治療

在宅復帰への不安

不安の解消

最長 60日まで

　
国
民
健
康
保
険
西
根
病
院

　
新
た
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
開
設

　農業委員会からのお知らせ
９月から新しい農業委員会の体制へ

①農業委員会業務の重点化
　農業委員会の必須業務には、農地の権利移動や
農地転用などの許認可、農地利用状況調査などが
あります。今回の改正で「農地利用の最適化の推進」
も必須業務に位置付けられました。
　「農地利用の最適化の推進」とは？
▶担い手への農地集積・集約化
▶遊休農地の発生防止・解消
▶新規参入の促進
②農業委員の定数、報酬と選出方法の変更
　農業委員の定数は31人から19人に変更され、月額
基本報酬額は33,000円です。選出方法は、これまで
の「選挙制と議会などの推薦による市長の選任制の
併用」から「推薦・募集を行い、議会の同意を要件と
する市長の任命制」に変わります。
　農業委員の任命要件は次のとおりです。
▶農業委員の過半数を認定農業者とする
▶農業委員のうち、農業に利害関係のない人を入

れる
▶女性や若者も積極的に登用する
③農地利用最適化推進委員の新設
　農地利用の最適化を推進するため、主に現場活動
を行う「農地利用最適化推進委員」を新設します。定
数は27人、月額基本報酬額は26,400円です。農業委
員会が定める区域ごとに推薦・募集を行い、委嘱し
ます。　
■問い合わせ先　農業委員会事務局（☎・内線
1351）

　「農業委員会等に関する法律」が改正され、市の農業委員会は９月１日から新たな体制へ変わりま
す。主な改正点は下記のとおりです。

昨年７月の「農地の日」に合わせて啓発活動を行う農業委員
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